NPOってなんだろう？

―民間・公益・非営利・活動・組織のこれからー
以下に掲載するものは、平成15年1月21日、いわき未来づくりセンターが主催した「第1回いわき未来づくりセミナー」での川北秀人氏の講演内容の記録（抜粋）です。

NPOって日本語に訳すと、どういう意味?

　NPOという英語は「非営利組織」、つまり、営利のために活動しているのではない組織・・・。直訳すれば、そういうことなるかと思います。

　しかし、これまでにもボランティアという言葉はありましたし、日本には以前から、公益法人という制度もあります。財団法人や社団法人、医療法人、社会福祉法人、宗教法人といったような制度や、それに基づく団体もあります。これらの公益法人と、今、盛んに用いられているNPOって、一体、どこが一緒で、どこがどう違うのだろうかということを、まずは整理しておこうと思います。

　大きなくくりでいいますと、NPOというのは、別に新しいことをやっているものではありません。NPO・・・、Non　Profit　Organizationという英語を日本語に直訳すると、非営利組織ということになるわけですが、「非営利」と「組織」というふたつの単語だけで理解しようとするのは、どうもまずいような気がするのです。

　そこで、私は「NPOって、日本語に訳すと、どういう意味なの?」と尋ねられた時には、必ず次のように答えるようにしています。

　「民間、公益、非営利、活動、組織」です。どうしてわざわざ5つもの単語を動員するのかといいますと、それぞれの単語に意味がありまして、これら5つの単語を使わないとNPOという言葉をきちんと理解できないからです。

役所から独立できている

まずは、NPOというものを説明するための5つの単語の先頭にある「民間」という言葉について、お話をしましょう。

　普通、「民間」という言葉を使いますと、役所に対しての企業ということがイメージされます。しかし、ここで用いる「民間」という言葉は、「官ではない」、つまり、「役所ではない」、「役所に依存しているのではない」という意味合いのものです。

　もう少し、私の意図といいますか、私がいいたいことを端的に表現しますと、「役所から独立できている」ということで、これがNPOにとっては、非常に大きなポイントになると思います。

　これは大変残念な話ですが、全国で現在、NPO法人という名の付いている団体は約1万あるわけですが、この1万団体のうち、いくつかに連絡を取ってみますと、昨年は役所から委託事業を受けて存在していたはずなのに、今年はもう連絡が取れないというような団体もあります。多分、今年は役所からの委託がなくなって、それで団体の活動もなくなってしまったのでしょう。もしかすると、役所から委託を受けるためだけにつくられた団体だったのかも知れません。

　ところで、「NPO法人になると、信用が増すのではないか・・・」みたいな幻想にとらわれている人も、なかにはいます。そんな幻想に基づいて、いや、惑わされて、実際にNPO法人を立ち上げてしまうようなケースもあります。このようにして設立されたNPO法人のことを、私たちは「できちゃった法人」とか、「なっちゃった法人」などと呼んでいるのですが・・・。人によっては、「なんちゃって法人」と呼んでいる口の悪い人もいます。

　話が少し横道に逸れてしまいましたが、要するに、NPOは「民間」の組織として、きちんと自立的な運営ができるかどうかということが大切なのです。「民間」として自立できないところが法人格を持っても、あまり意味がありません。後ほど法人制度については詳しくお話するつもりでいますけれども、NPOという言葉を使う時には、ただ単に営利が目的か否かということと同時に、官、つまり役所からきちんと独立できているということが、ひとつ大きなポイントになります。

「活動」と「組織」ですが・・・

次に、「活動」と「組織」ということについてお話したいと思います。

　ところで、組織って、何でしょうか。単なる人の集まりというものと、チームとか、組織というものの違いは何でしょうか。ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、それは目的が共有されているか否かにあると思います。

　例えば、ゲートボールの好きな人たちが集まってきて、好きな時にゲートボールのゲームをやって、終わったら帰りましょうというのはチームでも何でもないですよね。ところが、長年続いてきた隣の町のゲートボールチームとの因縁の対決に決着をつけたい、だから私たちは一生懸命に練習をするのだということになりますと、「じゃあ、あなた、何番に打って」とか、「こういう作戦でやろうよ」という役割分担や責任分担が出てきます。その時点で、はじめて、人の集まりがチームとか、組織といわれるようになります。

　組織というのは、目的が共有されて、はじめて存在するのです。ただの人の集まりと組織との違いは、目的の共有がきちんとされているか、どうかです。

　どうしてこのような当たり前のことをお話しているのかといいますと、「なっちゃった法人」とか、「できちゃったNPO」の最大の特徴は、とにかく人を集めちゃった・・・、「何だかよくわからないけど、とにかくあなたと私とで何かできそうだからやってみない?」と集まってみた・・・が、何をするのかという合意や、どうして集まらなければならないのかという動機、ないしは、集まる根拠が全く共有されてない状態・・・、でも、集まったら何か面白いことができるのではないかと。これでしたら、サークル、同好会でいいわけで、別にNPOなどと名乗る必要はないのです。

　そして、次に「活動」という言葉ですが、先ほど、「思いを成果に変えるためには行動しないと駄目です」と申し上げました。つまり、思っているだけ、言っているだけでは駄目なのです。自分たちが掲げた目的や理念というものを実現させるために活動をしているということが非常に大きなポイントになります。

　ですから、「自分たちは、このまちをこんな風なまちにしたい」という理念を掲げ、そのために何をしているのか、どんな活動をしているのか、という行動や活動の内容を問われるのが、NPOなのです。

いよいよ「公益」と「非営利」
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さて、いよいよ「公益」と「非営利」です。これを一緒のものだと考えている方も多いのですが、実はちょっと違います。

　この縦線の右側を「公益」の領域、そして、縦線の左側、つまり、「公益」の反対側が、私益や共益の領域です。

　これを見て、おわかりいただけるかと思いますが、「公益」イコール「非営利」ではないですよね。「公益」にも「非営利」の部分と「営利」の部分があります。そのあたりのことを具体的な例をあげて、お話しましょう。

　まず、「公益」と「私益・共益」という言葉をわかりやすく説明しようとすると、どうなるのでしょうか・・・。ちなみに、わが国には「公益」とは何ぞやということを定義している法律はありません。ですから、私たちは自分たちで考えなくてはいけません。

　私は、自分のためではなく、誰かのための活動、つまり、利他の活動が「公益」活動であり、自分や自分たちのためにしている活動、つまり、利己の活動が「私益・共益」活動であると考えています。

　ところで、こんな事例があったそうです。特別養護老人ホームにボランティアと称して、着飾ってカラオケを歌いに来る方たちがいるそうなのです。そういう人たちは、自分たちは気持ちよくカラオケを歌って、それをお年寄りたちに聞かせている・・・、いいえ、お年寄りたちは、それを聞いて、喜んでいるとおっしゃっているのですが、そこの施設の職員曰く、「傲慢(ごうまん)だ」と。これは利他ですか、それとも利己ですか・・・。これはどうも、利己ですよね。

　つまり、その活動が、本当に誰かのために役に立っているというのと、実はやっている本人たちだけが楽しんでいるだけじゃないのかということの違いです。

　これは結構、大切な問題だと思うのです。例えば、ゲートボールを自分たちだけで楽しみたいというのは決して悪いことではないですよね。カラオケも自分たちで楽しむ分には一向にかまいません。ただ、それを人のためにしているのだというのであれば、ゲートボールの場合ですと、自分たちの活動が一体どういう社会的な価値を生みだしているのかということをしっかり理解し、それが社会からも評価されないといけないと思うのです。ここが公益かどうかの大きなポイントになろうかと思います。

それから「営利」と「非営利」

それから「営利」と「非営利」の問題ですが、この「営利」と「非営利」の最大の違いというのはどういうことかといいますと・・・、結構誤解されていることが多いのです。

　例えば、私たちの「人と組織と地球のための国際研究所」という組織は「非営利」の団体なのですが、講座や研修会などを催して、皆さんに「参加費を下さい」とお願いしたとします。そうすると、「えっ、おたくって、お金取るの?」って怪訝(けげん)そうな顔で、いわれることがあります。つまり、これがNPOに対する大きな誤解のひとつです。

　「お金をいただきます」というNPOに対して、世の中は「エッ」と驚きます。

　当然、私たちも事務所を抱えていますから、事務所の家賃を払ったり、スタッフの給料を払ったりもします。つまり、運営には経費がかかるのです。でも、これがなかなか理解してもらえません。

　収入から経費を差し引いたものを、企業の言葉では利益ということが多いのですが、つまり、これが収益です。NPOも収益を出します。収益が出なければ活動が継続できないじゃないですか。

　NPOの収益というのは、それが何のために使われるのかということが明らかになっているのであれば、経費として給料を出したとしても、自分たちの事務所の家賃を支出したとしても、社会の多くの人たちからサポートしてもらえるのです。

　この収益を出すという行為そのものは、NPOも企業と同じです。たくさんの売り上げを目指し、経費を減らし、より多くの収益を出していくわけです。

　では、企業とNPOとでは何が違うのでしょうか。その違いは収益をどう使うのかというところにあります。

　営利法人の代表格である株式会社というところでは、収益が出たら、原則からいいますと、まず、株主に配当します。さらに余ったらボーナスとして従業員にも配当します。今、多くの日本の株式会社では従業員にボーナスを出して、さらに残ったら株主に配当するというようなかたちになっているようですが、つまり、ここでは営利というのは収益配分されるもののことなのです。

　では、「非営利」とはどういうことかいいますと、先ほどのピース・ウインズ・ジャパンのケースを思い出していただきたいのですが、収益をもう1回、社会のために投資しましょう・・・、ということをします。これを社会再投資と、私は呼んでいます、つまり、お金を集め、使って、残ったものを、また、社会のために投資するということなのです。

　これでおわかりいただけたと思いますが、「公益」で「非営利」であるということは、まず利他であるということです。自分たちが楽しいからやっているというより、社会のために活動しているということです。これが「公益」ということです。そして、その活動を通じて収益が得られた場合には、また、その活動に再投資するということ、これが「非営利」ということなのです。

おいしい豆腐屋をつくることのできる豆腐屋さんに

先ほどの「できちゃった法人」に代表されるお話なのですが、「法人をつくったけど、運営がうまくいかなくて、一体、どうしたらいいの?」とか、「私たち、NPO法人になろうかしら、どう思う?」などという相談を持ちかけられることがよくあります。

　例えば、法人格を取るか取らないかということで悩むというのは、豆腐屋さんが株式会社になるか、個人商店のままいくか、というようなケースで考えてみると、わかりやすいような気がします。

　その豆腐屋さんがつくる豆腐がおいしいか、まずいかということと、そこが個人商店なのか、株式会社なのかということは、まったく別の問題ですよね。その豆腐屋さんが株式会社になったからといって、その日から急に豆腐が美味しくなるということはありませんよね。

　よく聞く話なのですが、「法人じゃないと役所と仕事できないのでは?」という人がいます。私は逆だと思っています。法人格を持っていたとしても、仕事をする能力がないところには、仕事はいかないと思います。実際、私どもは任意団体ですが、新潟県が主催しているNPO講座は、任意団体である私どもが受託し、運営しています。それから、環境関係の特殊法人が行っているNPOマネジメント講座も私どもが受託し、よその団体と共同でやらせてもらっています。

　法人格を持っているから、どの団体もみんな能力が高いということでは決してないのです。法人のなかにも何だかよくわからない団体もありますし、とても積極的に、素晴らしい活動をしているけれど、法人格は持っていないという団体もあるわけです。

　株式会社になろうか、やめようかなどと考えてばかりいるのではなく、おいしい豆腐をつくることのできる豆腐屋さんを目指していただくことのほうが大事なんじゃないかと思います。

川北秀人(かわきた　ひでと)氏のプロフィール

1964年、大阪生まれ。1987年、京都大学卒業。1991年以後、国際青年交流NGOの代表などとして活動。1994年、「人と組織と地球のための国際研究所(IIHOE)」を設立。現在、NPOなどの活動やマネジメントの支援、環境コミュニケーションの推進に取り組んでいる。また、隔月刊誌『NPOマネジメント』の編集発行に当たる一方、日本NPO学会監事、NPO法人せんだい・みやぎNPOセンター評議員、日本自然保護協会評議員などを務める。主な著書としては、『NPO大国アメリカの市民・企業・行政』(1999年)、『市民組織運営の基礎』(2002年)などがある。
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